
特定非営利活動法人 みんなのおうち

事業を振り返って 代表理事 小林 普子さん

居場所の利用者数が1日平均13〜15人であり、大人の日本語や
相談も定着してきて居場所が効果的に使われている。

居場所の様子①

「居場所みんなのおうち」における外国
ルーツの人々への支援事業

◆事業期間
令和6年4月1日
～令和7年3月31日

◆実績(人数・件数等)
①延べ1,713名
②延べ331名
③延べ92件

居場所の様子②

同じ場所で学習したり、食事をしたり、相談をしたり

していると仲間意識や連帯感が生まれ助け合いが見ら

れるようになりました。高校生や大学生の利用が増え

てきたので、対応できるスタッフを揃えたいと考えて

います。

「居場所みんなのおうち」での活動
①日本語と教科学習支援：日本語と教科学習を
望む外国にルーツのある小学生から高校生対象
②大人向け日本語教室
③相談業務：外国にルーツのある青少年から大
人及び他団体などが対象。相談内容は進路、就
労、ビザ、家庭問題など様々。

新宿区での外国ルーツの住民と地域住民
との交流を促進するため、日本語理解力の
向上、地域に関する情報収集に資する場と
して、外国にルーツのある人にとって立ち
寄りやすい「居場所みんなのおうち」を提
供した。

事業名

取組内容

効 果

令和6年度東京都在住外国人支援事業助成 実施事業

https://minnano-ouchi.jp/
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